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 市会議員となって１年、住民要求を実現するために議会で質問を行い、また予算、決算

の議論に参加して、改めて市におけるお金の流れ、自治体財政の基礎を知ることの必要性

を感じての受講となりました。 

 

 まず、「自治体財政の基本中の基本」として、財政に係る議会の役割として、①「社会

的な価値の形成と発展」を話し合う場（子育て、高齢者支援、街の活性化など、どのよう

な社会を目指すのか話し合う）②「予算の決定」（実現するための予算の配分）、２つが

あることが指摘されました。また、予算と決算の関係としては、住民サービスの実施方針

が「予算」であり、予定通り住民サービスが提供されたか確認するのが「決算」であると

のことでした。「住民要求は実現されなければならない」と考えていましが、客観的な尺

度として予算、決算があることを再認識しました。収支結果は赤字になってはいけないと

はいうものの、貝塚市の令和４年度の収支は４億８８百万円の黒字があったわけであり、

住民サービスの提供という面で、不十分な点があっ

たのではと、感じました。 

 

 財政用語は歳入、歳出、一般財源、特定財源等、

日ごろ使わない言葉のオンパレードです。理解する

にあたっては言葉で躓いてしまいがちですが、「家

計になぞらえて理解する」との指摘も、解りやすい

ものでした。（右図） 



 

 地方交付税の概要（左図）が

わかったことも大きな収穫でし

た。各自治体の基準財政需要額

（算定の中心となるのは人口）

と基準財政収入額の差額が普通

交付税として国から交付され

る。 

 

 

 

 自治体の歳入増の方法として

は、人口増による住民税、企業

誘致による固定資産税などの基

本的なものから、超過課税、法

定外税などの方法もあります。

他の自治体の法定外税の項目

（下図）などは、自治体ごとの

特色が表れており興味深いもの

でした。 

 

 

 

 一回の受講だけでは、理

解が及ばない点もありまし

たが、講座で学んだことを

実際の貝塚市の財政にあて

はめつつ、自治体財政への

理解を深め、市民サービス

向上に努めたいと思いま

す。 


